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第４章 計画の基本的な考え方について 

１ 目指す姿 

  技術革新や社会の変化が加速する中、予測困難な未来を生き抜き、活躍できる人

材の育成が求められています。こうした人材を育てるためには、あらゆる情報の中

から必要な情報を読み取り、進歩し続ける技術を使いこなしたり、多様な人々との

協働により問題解決したりすることができるような取組の推進が求められていま

す。 

  目指す姿は、児童・生徒自ら考え、主体的に問題解決できる力を身に付けること

です。そのためのツールとして、ＩＣＴを活用し、鉛筆やノートを使うのと同様、

日常的にタブレット端末に触れながら、子どもたちが自律的に利用をコントロール

できるように、情報活用能力を育成していきます。 

その実現には、時代の変化に応じた教育や学習・教育環境の整備等が必要です。 

さらに、教育現場において先端技術を活用することで様々な効果が期待できるこ

とから、積極的なＩＣＴの活用により、教育の質の向上を目指します。 

 

２ 基本的な考え方について 

（１）教育の情報化について 

「教育の情報化」とは、「情報活用能力の育成（情報教育）」、「教科指導における

ＩＣＴ活用」、「校務の情報化」の３つの側面から構成され、この側面を通じた教育

の質の向上を図ることと示されています。その「教育の情報化」の実現を支える基

盤として、「教師のＩＣＴ活用指導力等の向上」、「学校のＩＣＴ環境の整備」、「教

育情報セキュリティの確保」が示されています。 

 

（２）情報活用能力について 

「情報活用能力の育成」については、「将来の予測が難しい社会において、情報

を主体的に捉えながら、何が重

要かを主体的に考え、見いだし

た情報を活用しながら他者と

協働し、新たな価値の創造に挑

んでいくために重要である」た

め、学習指導要領の総則におい

て、全ての学習の基盤となる資

質・能力と位置付けられまし

た。 

表４：IE-School における実践・研究を踏まえた情報活用能力の例示 
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また、これまでは情報活用能力が「A 情報活用の実践力」、「B 情報の科学的な

理解」、「C 情報社会に参画する態度」に整理されていましたが、新たな学習指導

要領において、各教科等全てが資質・能力の３つの柱で整理されたことから、情報

活用能力もこの観点から整理し直されました。 

今後、全ての授業で一人一台のコンピュータを活用した授業が展開されることを

踏まえたとき、機器整備や通信環境などのハード面及び教員の授業力向上やそのた

めの事例収集、研修会等のソフト面の両面において充実させていく必要があります。 

 

（３）校務の情報化 について 

「校務の情報化」の目的については、文部科学省は「効率的な校務処理による業

務時間の削減、ならびに教育活動の質を向上させることにある」としています。こ

の事例として、統合型校務支援システムの導入の必要性を述べており、本市でも全

市立小中学校で運用をしているところです。 

今後、児童・生徒の学習状況等をビックデータ化することで、エビデンスを基に

したより効率的で効果的な指導の実現が、教育の質の向上とともに、教員の負担軽

減につながるとして打ち出されたスマートスクール・プラットフォーム構想等、ネ

ットワークを利用した校務の情報化についても検討していかなくてはなりません。 

 

３ 計画の基本方針 

  第２章の現状と課題、また国の方向性を踏まえて、教育の情報化のさらなる推進

を図るため、次に掲げる４つの基本方針を設定し、これらの方針に沿った施策を計

画的かつ総合的に推進します。 

 

基本方針１ 子どもたちの情報活用能力の育成 

基本方針２ ＩＣＴ活用指導力の向上 

基本方針３ 校務の情報化の推進 

基本方針４ 教育の情報化に向けた環境整備 
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 基本方針１   子どもたちの情報活用能力の育成 

 

将来の予測が難しい社会において、情報を主体的に捉えながら、何が重要かを主

体的に考え、見いだした情報を活用しながら他者と協働し、新たな価値の創造に挑

んでいくために、情報活用能力を育成することは重要です。また、身近にある情報

技術を手段として学習や日常生活に活用できるようにしていくことも必要とされ

ています。 

これらのことを踏まえ、子どもたちが Society5.0 時代においても、夢や希望を

もち、主体的に生きる力を育むために、各教科等の特質に応じた適切な学習場面で

子どもたちの情報活用能力の育成を図ります。 

また、全ての子どもたちの可能性を引き出す、個別最適な学びと協働的な学びを

実現します。 

 

         ＩＣＴを活用した授業の実現 
 

ＩＣＴを活用した学びを実現するために、ＩＣＴ教育推進委員会や情報教育研修会

など、授業におけるＩＣＴの研修を実施するとともに、学習支援クラウド等において、

各校の授業実践例の共有を行います。 
 

         校務の情報化の推進 

 

 教職員が児童・生徒の指導に向き合う、各教科等の特質に応じた学習活動を充実さ

せるなど、教育活動の質を向上するために、校務支援システムの安定的な運用、教員

の業務負担の軽減を図るための各種システムの活用等、校務の情報化を推進します。 
 

        教育の情報化に向けた環境整備 

 

児童・生徒一人一台端末をより有効に活用できるための環境整備を進めていきま

す。 

また、教育情報化を組織的に推進するため、学校長を「学校ＣＩＯ（Chief 

Information Officer）」と位置付け、学校経営方針や学校評価に校内の情報化を位

置付けたり、「ＩＣＴ教育推進委員」等を決定したりするなど、校内推進組織の定

着を図ります。 

さらに、情報セキュリティの確保にも取り組み、教職員や子どもたちが日常的に

ＩＣＴを安全・安心に活用できる環境を構築します。 

基本方針１
 

基本方針２
 

基本方針３
 

基本方針４
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 ２ 各施策の取組 

 

 

成果については、教育委員会や校長会、ＩＣＴ教育推進委員会において、毎年の

進捗状況を評価検証し、スケジュール管理や環境の変化、国の施策に対応した取組

内容の変更等を実施していきます。 

 

 

 

 

目的 
〇 将来の予測が難しい社会において、情報を主体的に捉えながら、何が重要かを 

主体的に考え、見いだした情報を活用しながら他者と協働し、新たな価値の創造 

に挑んでいくために、情報活用能力を育成する。 

〇 身近にある情報技術を手段として学習や日常生活に活用できるようにする。 

【基本方針１】 
子どもたちの 
情報活用能力の育成 

（１）ＩＣＴを活用した多様な方法による学習の促進 

【基本方針２】 
ＩＣＴを活用した授業
の実現 

（１）教職員のＩＣＴ活用指導力の向上 

【基本方針３】 
校務の情報化の推進 （１）学校における校務の負担軽減 

【基本方針４】 
教育の情報化に向けた 
環境整備 

（１）学校におけるＩＣＴ活用のための環境整備 
（２）情報セキュリティ対策 
（３）ＩＣＴの活用を支援する人材の活用 
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基本方針１ 子どもたちの情報活用能力の育成 

（１）ＩＣＴを活用した多様な方法による学習の促進 

【目標】 

〇 児童・生徒が、情報や情報手段を主体的に選択し、活用する力を身に付けるこ

とができる。 

 〇 児童・生徒が、情報技術の基本的な操作ができる。 
 〇 児童・生徒が、将来、予測困難な時代においても、対応できる情報セキュリテ

ィや情報モラルに関する価値判断力を身に付けることができる。 

 

［取組の方向性］ 

 情報活用能力の育成に関する指導を充実させるために、ＩＣＴを活用した多様な方

法による体系的な学習を推進します。 

 また、情報発信者の責任や健康面への注意、インターネット上でのトラブル遭遇時

の対応など、情報モラル教育の充実を図ります。 

 

［具体的な取組］ 

 ① 各教科等の特質に応じて、適切な学習場面で情報活用能力の育成を図るために、

情報活用能力の年間指導計画の作成及び活用を促します。 

 ② プログラミング教育を推進するため、平成 30 年度・令和元年度に福生第三小

学校が東京都プログラミング教育推進校として取り組んだ実践を基に、市内で統

一した機器や教材を選定・購入し、各小学校で実践します。 

 ③ 児童・生徒にキーボード入力やインターネット上の情報の閲覧など、ＩＣＴを

活用するための基本的な操作等を習得させるため、各教科等の特質に応じた適切

な学習活動の充実に努めます。 

 ④ 児童・生徒が問題を解決するために必要な情報をインターネット等で集め、そ

の情報を整理・分析し、解決への見通しをもつことができる力を身に付けられる

ように、各教科等の特質に応じた学習活動の充実を図ります。 

 ⑤ 各教科等のねらいを達成する一人一台端末等の効果的な活用の在り方につい

て、ＩＣＴ教育推進委員会で授業研究し、情報提供します。 

 ⑥ 児童・生徒の情報活用の実践力を向上させるため、各教科や学校行事等、目的

や場面に応じて、ＩＣＴを活用したプレゼンテーションを行う機会の充実に努め

るとともに、ふっさっ子スクールフェスタなどで実践例等の発表を行います。 

 ⑦ 情報モラルの指導について、情報活用能力の年間指導計画に位置付け、各教科

等において指導する時期や内容を意図的・計画的に設定します。 

 ⑧ 児童・生徒同士で討論したり、インターネットで実際にあるいは疑似的に操作
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体験したりすることにより、情報モラルの重要性を実感できるようにします。 

 ⑨ 小学校は高学年児童を対象に、中学校は全校生徒を対象に、専門的な知識をも

った講師等による「情報モラル教室」を年１回以上行います。 

⑩ 不登校や特別な支援が必要な児童・生徒等に対するきめ細やかな支援も含め、

一人一人の個に応じた指導を充実させるため、教科等のねらいや児童・生徒の実

態に応じて、ＩＣＴ（学習支援クラウド・ドリル等）を効果的に活用した問題解

決的な授業を実施し、「主体的・対話的で深い学び」を推進します。 

［成果指標］ 

 具体的な取組の成果と児童・生徒の情報活用能力の育成の状況等を、情報活用能力

検定等を用いて、毎年「ＩＣＴ教育推進委員会」において検討します。 

取組 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

① 情報活用能力の年間指

導計画の作成及び改善 

 
   

② プログラミング教材を

使用した授業の実施 

 
   

③ 各教科等の特質に応じ

た基本的な操作等の指導 
 

 
  

④ 各教科等の特質に応じ

た問題解決・探究におけ

る情報活用の指導の工夫 
 

 
  

⑤ ＩＣＴ教育推進委員会

の授業研究及び情報提供 

 
   

⑥ ＩＣＴを活用したプレ

ゼンテーションを行う機

会の充実 
 

 
  

⑦ 情報モラルの計画的な

指導 
  

 
 

⑧ 児童・生徒自ら考える

活動を重視した情報モラ

ルの指導の充実 
 

 
  

⑨ 情報モラル教室の実施 
 

   

⑩ 個に応じた指導の充実   
 

 

年間指導計画の作成・実施・改善 

各教科等における指導の実施 

年間２回の授業研究の実施 
学習支援クラウド等による情報提供 

ふっさっ子スクールフェスタにおける実践例等の発表 

年間指導計画の作成・実施・改善 

年間指導計画の作成・実施・改善 

年間指導計画の作成・実施・改善 

年間指導計画の作成・実施・改善 

年間１回以上の実施 

学習支援クラウド等の活用 

学習支援クラウド等の再検討 



 
 

26 

基本方針２ ＩＣＴを活用した授業の実現 

（１）学校の教職員の資質・能力の向上 

【目標】 

〇 教員が各教科等の授業において、ＩＣＴを活用した「主体的・対話的で深い学

び」の視点から授業改善を行うことで、資質・能力を向上することができる。 

〇 教員がＩＣＴを活用し、学習指導や評価に関わるデータを適切に収集、管理、

活用することで、指導と評価の一体化を達成することができる。 

 

［取組の方向性］ 

 子どもたちの情報活用能力を育成する授業づくりのための研修の充実を図ります。 

 

［具体的な取組］ 

 ① ＩＣＴの効果的な活用ができるよう、情報教育研修会を年間２回実施します。 

 ② ＩＣＴ教育推進委員会を年間５回実施し、ＩＣＴ機器を活用した授業改善を含

む教育活動全般の質の向上や効率化に向けて、組織的に取り組む方法などを検討

します。 

 ③ ＩＣＴ校長研修会を年間１回実施し、教育の情報化を組織的に推進するため、

最新動向や情報モラル・セキュリティに関する研修、実践事例の紹介等を行い、

各学校の校内研修につなげます。 

 ④ 各学校において、ＩＣＴ支援員等による校内研修を随時実施し、企業から実施

計画書及び報告書の提出を求め、年間を通して計画的な研修を推進します。 

 ⑤ ＩＣＴ支援員と連携し、各学校に配備したプログラミング教材を使用した体験

型の校内研修等を通して、プログラミングに関する学習活動の充実を図ります。 

※通年･･･ＩＣＴを活用した授業づくり、情報モラル、プログラミング教育 

 

 

月 研修 

４月 

６月 

８月 

 

９月 

10 月 

11 月 

 １月 

第１回 情報教育研修会（福生市導入ソフト等の説明・演習） 

第１回 ＩＣＴ教育推進委員会（ＩＣＴを活用した授業づくりについて） 

ＩＣＴ校長研修会（実践事例の発表） 

第２回 情報教育研修会（講演会等） 

第２回 ＩＣＴ教育推進委員会（学習指導案検討） 

第３回 ＩＣＴ教育推進委員会（授業研究①） 

第４回 ＩＣＴ教育推進委員会（授業研究②） 

第５回 ＩＣＴ教育推進委員会（成果報告・次年度のＩＣＴ推進に向けて） 
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［成果指標］ 

文部科学省「学校における教育の情報化の実態等に関する調査」の目標値の達成度

を検証します。 

指標 
現状値 

（令和元年） 

目標値 

（令和５年） 

文部科学省調査「教員

のＩＣＴ活用指導力」

の平均値 

大項目 A 83.1％ 93.1％ 

大項目 B 65.0％ 75.0％※１ 

大項目 C 61.7％ 71.7％※２ 

大項目 D 73.4％ 83.4％※３ 

※大項目 A：教材研究・指導の準備・評価・校務などのＩＣＴを活用する能力 

 大項目 B：授業にＩＣＴを活用して指導する能力 

 大項目 C：児童生徒のＩＣＴ活用を指導する能力 

 大項目 D：情報活用の基盤となる知識や態度について指導する能力 

※１ Ｂ２項目については、90％以上とする。 

※２ Ｃ４項目については、70％以上とする。 

※３ Ｄ４項目については、90％以上とする。 

 

 

 

取組 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

① 情報教育研修会の実施 
 

   

② ＩＣＴ教育推進委員会

の実施 

 
   

③ ＩＣＴ校長研修会の実

施 

 
   

④ ＩＣＴ支援員による計

画的な校内研修の実施 
 

   

⑤ プログラミング教育に

係る研修の実施 

 
   

年間２回の研修会の実施 

プログラミング教育に関する研修の実施 

年間５回の委員会の実施 

年間１回の研修会の実施 

月１回報告（実施計画書及び報告書の提出） 
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基本方針３ 校務の情報化の推進 

（１）学校における校務の負担軽減 

【目標】 

〇 情報漏洩や災害に強く、活用しやすいネットワーク体制を構築することができ

る。 

〇 教員のライフ・ワーク・バランスが改善され、心的ゆとりをもって子どもと向

き合う時間を確保することができる。 

 

［取組の方向性］ 

 校務に係る教職員の負担を軽減し、教員の授業準備や教材研究等の時間を確保する

ことを通して、教育活動の質を向上させるため、統合型校務支援システムの充実及び

ネットワーク構築を行います。 

 

［具体的な取組］ 

 ① 学校と教育委員会との情報共有の強化のため、校務系ネットワークのセンター

サーバ化を実施し、学校間ネットワークを構築します。教職員が安心して利用で

きる安全な統合型校務支援システムの更新及び円滑な運用を行います。 

 ② 大規模災害に対するリスク管理のため、外部委託による情報資産のデータセン

ター化を推進します。 

 ③ グループウェア等の機能を活用し、情報共有を行うことで、教職員間のコミュ

ニケーションを増加させるなど、校内において統合型校務支援システムの効果的

な運用方法についての研修を実施します。 

 ④ 学校等からの連絡事項やアンケートの配信、欠席・遅刻連絡、各種情報の確認

集約作業等をオンライン化することで、保護者の利便性を向上させるとともに、

教員の業務負担の軽減を図ります。 

 ⑤ 校務系システムと授業・学習系システムの安全かつ効果的・効率的なデータ等

を連携させることで、エビデンスに基づく教育活動や教職員の業務効率化、個々

の児童・生徒に応じたさらなるきめ細やかな指導の実現が図れるよう、国や都、

先進自治体の動向を注視します。 
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［成果指標］ 

指標 目標値 

校務支援システムの更改 100％ 

学校間及び教育委員会のネットワーク構築 100％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

① 校務支援システムの更

新及び円滑な運用 
 

 
  

② センターサーバ化及び

ネットワーク構築 

  
  

③ 校務支援システムの効

果的な運用方法について

の研修の実施 
 

 
  

④ 保護者の利便性の向上

及び教員の業務負担の軽

減 
 

 
  

⑤ 校務系システムと学習

系システムのデータの連

携についての検討 
 

  
 

更新 

情報収集 

構築 

年度初めに各学校における研修会の実施 

学習支援クラウド等の有効活用 

運用 

運用 

検討委員会の実施 
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基本方針４ 教育の情報化に向けた環境整備 

（１）学校におけるＩＣＴ活用のための環境整備 

【目標】 

〇 国の動向や示される基準の達成に向けて、環境整備を進めることができる。 

〇 各施策の取組について、よりよい形で達成できるよう、教職員への支援や環境

整備を進めることができる。 

 

［取組の方向性］ 

 学習環境と教育の質の向上に向けて、児童・生徒一人一台端末等を有効に活用でき

るための環境整備に努めます。 

 

［具体的な取組］ 

 ① 用途に応じて効果的に活用できるように、クラウドサービスの整備・運用を行

います。 

 ② 国の定めたＩＣＴ環境の整備基準を目指した環境整備を行えるよう、学校の状

況に応じて、ＩＣＴ環境について検討を行います。また、児童・生徒の一人一台

端末や指導者用コンピュータ、無線ＬＡＮ等ＩＣＴ環境の安定的な運用を行うた

め、ＩＣＴ業務支援員の活用や保守管理を実施しながら、学校の状況に併せて着

実な更改を行います。 

 ③ 国が示している令和 6 年度からのデジタル教科書の本格導入を見据え、児童・

生徒の学びの充実や障害等による学習上の困難の低減が行えるよう、一部の学年

や教科での学習者用デジタル教科書の導入を検討します。 

 ④ ＩＣＴ教育推進委員会において、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた教

育支援の機器やコンテンツの整備のニーズ、現状と課題等を確認した上で、環境

整備等に生かせるようにします。 

 ⑤ 教育データを効果的に利活用できるよう、学習の出入り口（ポータル）やハブ

となるシステムである「学習マネジメントシステム（LMS）」について、国や都

の情報を注視し、教育データの連携について検討を行う。 
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［成果指標］ 

毎年、教育の情報化に向けた環境整備について、教務主任会及びＩＣＴ教育推進委

員会等から意見を聴取するとともに、国の整備基準等を基にしながら、令和７年度以

降の整備計画を検討し、教育委員会等に図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

① クラウドサービスの整

備・運用 
 

 
  

② 国の定めたＩＣＴ環境
の整備基準を目指した環
境整備及び安定的な運
用・更改 

 

 

  

③ 学習者用デジタル教科

書の導入 

  

 
 

④ 整備の現状と課題、ニ

ーズ等の確認 
 

   

⑤ 学習マネジメントシス

テムの検討 

 
 

 
 国や都の情報収集 

国の整備基準に基づき整備 

実証校での
導入・検証 

ＩＣＴ教育推進委員会において実施 

本格導入 

検討委員会の実施 

学習支援クラウドの年次更新等 

ＩＣＴ環境の安定的な運用・更改 

導入の検討 
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（２）情報セキュリティ対策 

【目標】 

〇 学校の保有する情報資産の適正な管理を推進する。 

〇 福生市立学校教育情報セキュリティ規則及び福生市立学校情報セキュリティ

対策基準に基づき、情報セキュリティ対策を実施する。 

 

［取組の方向性］ 

「福生市立学校情報セキュリティ規則」及び「福生市立学校情報セキュリティ対策

基準」を策定し、教職員や子どもたちが日常的にＩＣＴを安全・安心に活用できる環

境を構築するとともに、外部からの脅威に対し個人情報や重要情報の管理の徹底を図

ります。 

 

［具体的な取組］ 

 ① 福生市立学校情報セキュリティ規則及び福生市立学校情報セキュリティ対策

基準をタブレット端末やクラウドの利用なども見据え、策定し、周知徹底を図り

ます。 

 ② 学校において、重大な情報セキュリティ事故が起こることを防ぐために、学校

における情報セキュリティの組織体制の整備・管理状況について監査を行います。 

 ③ 標的型攻撃など複雑かつ高度化された情報セキュリティ上の脅威に対応する

ため、既存のウイルス対策ソフトに加え二要素認証や資産管理ソフト、フィルタ

リングソフト等の導入により、不正接続や有害情報の閲覧を禁止するなど対策を

強化します。 

 ④ 情報セキュリティ対策の教員の理解度を測るために、全教員を対象に情報セキ

ュリティセルフチェックを年１回実施します。 

 ⑤ 各学校では、全教員を対象に、情報セキュリティ研修を年１回以上実施します。 
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［成果指標］ 

指標 現状 目標値 

情報セキュリティセルフチェックの理解度 

（正答率） 
―％ 100％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

① 情報セキュリティ規則

及び対策基準の周知徹底 
  

 
 

② 情報セキュリティの組

織体制の整備・管理状況

についての監査 

 
   

③ 不正接続や有害情報の

閲覧禁止など、情報セキ

ュリティ対策の実施 

  
  

④ 情報セキュリティセル

フチェックの実施 

 
   

⑤ 情報セキュリティ研修

の実施 
  

 
 年１回以上の実施 

情報セキュリティ研修等における周知 

学校の監査を年１回以上実施 

導入 

年 1 回以上の実施 

運用 
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（３）ＩＣＴの活用を支援する人材の活用 

【目標】 

〇 ＩＣＴを活用した授業等を教員がスムーズに行うために、ＩＣＴ支援員が学校

におけるＩＣＴの活用（授業、校務、教員研修等）をサポートすることができる。 

 

［取組の方向性］ 

 教員自身のＩＣＴ活用指導力の向上や児童・生徒と向き合う時間の確保が期待でき

ることから、ＩＣＴ支援員の活用を推進します。 

 

［具体的な取組］ 

 ① 月１回、ＩＣＴ支援員の業者と連絡会を設け、各学校の取組状況について報告

を求め、各学校での活用状況を把握するとともに、各学校の次の月のＩＣＴ支援

員の支援内容の重点について協議します。 

 ② 各学校のニーズに合わせて、ＩＣＴ支援員等による校内研修を年３回以上実施

し、年間計画及び報告書の提出を求めるなど、年間を通して計画的な研修を推進

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

① ＩＣＴ支援員との連絡

会 
  

 
 

② ＩＣＴ支援員による校

内研修の実施 

 
   

月１回の連絡会の実施 

各学校年３回以上の実施 
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［成果指標］ 

指標 目標値 

ＩＣＴ支援員の校内研修の実施回数 ３回／年 


